
１．通信サービスの復旧状況

復旧活動や商用電源の回復により、通信ビルの機能について、原発エリア（警戒区域）の３ビル、島嶼部

 （島外避難地域）の２ビルを除き、加入電話・ＩＳＤＮは４月末、フレッツ光は５月６日に復旧。

一部の通信ビルで未回復のＡＤＳＬ、専用サービス、及び落橋や道路陥没等の影響のため、一部アクセスが

 未回復のエリアについても、５月末までに復旧の見込み。
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•被災箇所の接続や仮架空迂回ルートによる伝送路の確保

•建物内の仮修繕やＢＯＸの設置による通信ビルの応急復旧

•新たな電力設備（受電盤、整流器、バッテリ）の仮設置

•物品の転用による通信設備の設置やメタル・光ケーブルの

 
応急敷設

•原局の被災が大きい場合は、他局からの張り出し装置の設置

主な応急復旧内容


